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文学館協議会委員名簿

任期：令和7年9月29日～令和9年9月28日

氏  名 役   職

落合
おちあい

　直樹
な おき

やまなし観光推進機構理事長 学識経験 （地域振興・観光）

小石川
こいし かわ

　正文
まさふみ 健康科学大学特任教授、元文学館学芸

幹
学識経験 （教育）

須藤
す ど う

　令子
れ いこ

山梨県書店商業組合　理事 学識経験 （地域振興・書店）(有)朗月堂書店

高山　珠逢
たかやま みゅあ

公募（大学生） 家庭教育

鶴田　久美子
つ る た く み こ

公募（在家庭） 家庭教育 文学館協力会会員

西田
に し だ

　遙
はるか

ＮＰＯ法人河原部社理事長 社会教育 （地域振興・ＮＰＯ）

長谷川
は せ が わ

　千秋
ち あ き

山梨大学教育学部長 学識経験 （大学教育）

伏見
ふし み

　彩
あや

甲府青年会議所専務理事 社会教育 （地域振興・商業）

藤原
ふじはら

　千鶴
ち づる

県高等学校長協会代表 学校教育 富士河口湖高等学校

古屋
ふ るや

　孝樹
たか き

テレビ山梨　報道制作局長 学識経験 （報道）

堀口
ほりぐち

　美千代
み ち よ

山梨中央銀行金融資料館館長 学識経験 （民間博物館）

三柴　忠宏
みしば ただひろ 日本放送協会甲府放送局

コンテンツセンター長
学識経験 （報道）

矢崎
や ざき

　茂男
し げ お

山梨文芸協会会長 学識経験 （文芸）

山田　茂之
やまだ しげゆき

県公立小中学校長会代表 学校教育 新紺屋小学校

山本
やまもと

　久美子
く み こ

山梨日日新聞社論説委員会部長 学識経験 （報道）

※５０音順

出身分野（勤務先等）
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○山梨県附属機関の設置に関する条例（抜粋） 

 

 (趣旨) 

第一条 この条例は、法令又は他の条例に別に定めのあるものを除くほか、地方自治法(昭和

二十二年法律第六十七号)第百三十八条の四第三項に規定する附属機関に関し、必要な事

項を定めるものとする。 

 

(附属機関の設置及び担任事務) 

第二条 執行機関の附属機関として、別表第一に掲げる機関を設置し、その担任する事務は、

同表の担任事務欄に掲げるとおりとする。 

２～４ 略 

 

 (組織) 

第四条 附属機関は、別表第一、別表第二、別表第三及び別表第四の委員の定数欄に掲げる

数の委員で組織する。 

２ 委員は、別表第一、別表第二、別表第三及び別表第四の委員の要件欄に掲げる者のうち

から、執行機関が任命し、又は委嘱する。 

３ 委員の任期は、別表第一、別表第二、別表第三及び別表第四の委員の任期欄に掲げると

おりとする。 

 

(会長等) 

第五条 附属機関に、執行機関の規則で定めるところにより、会長又は委員長(以下「会長」

と総称する。)及び副会長又は副委員長(以下「副会長」と総称する。)を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 会長は、会務を総理し、附属機関を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 副会長が置かれていない附属機関にあつては、会長に事故があるときは、あらかじめ会

長の指名する委員が、その職務を代理する。 

 

 

(会議) 

第六条 附属機関の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 
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２ 会議は、執行機関の規則で定める場合を除くほか、委員の二分の一以上が出席しなけれ

ば、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

 

(部会等) 

第七条 附属機関に、執行機関の規則で定めるところにより、部会又は小委員会を置くこと

ができる。 

 

(委任) 

第九条 この条例に定めるもののほか、附属機関の担任事務、組織及び運営等に関し必要な

事項は、執行機関の規則で定める。 

 

 

別表第一(第二条、第四条関係) 

一 知事の附属機関 

附属機関 担任事務 委員の

定数 

委員の要件 委員の

任期 

山梨県文学館協

議会 

博物館法第二十三条第二項

の規定による山梨県立文学

館の運営に関する事項の調

査審議及び意見の具申に関

する事務 

十五人

以内 

一 学校教育の関係者 

二 社会教育の関係者 

三 家庭教育の向上に資す

る活動を行う者 

四 学識経験のある者 

二年 

山梨県立文学館

専門委員会 

山梨県立文学館における資

料の収集、保存及び展示並

びにその実施する事業に関

する調査審議に関する事務 

六人以

内 

一 学識経験のある者 

二 優れた識見を有する者 

二年 

 

 

○山梨県附属機関の設置に関する条例施行規則（抜粋） 
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(趣旨) 

第一条 この規則は、山梨県附属機関の設置に関する条例(昭和六十年山梨県条例第三号。以

下「条例」という。)の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

(補欠の委員の任期) 

第二条 委員に欠員を生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(会長等) 

第四条 条例第五条第一項の規定により、附属機関(次に掲げる附属機関を除く。)に会長を、

次に掲げる附属機関に委員長を置く。 

一～十 略   

※次に掲げる一～十の附属機関に文学館協議会は入っていないため、会長を置く。 

２ 条例第五条第一項の規定により副会長を置く附属機関及び当該附属機関に置かれる副

会長の定数は、次の表のとおりとする。 

 ※次の表に文学館協議会はないため、副会長は置かない。 

 

(定足数の特例) 

第五条 条例第六条第二項の規則で定める場合は、次の表の附属機関欄に掲げる附属機関の

会議について、同表の定足数欄に掲げる数の委員が出席しなければ開くことができない場

合とする。 

 

附属機関 定足数 

山梨県文学館協議会 過半数 

 

 

(資料の提出等の要求) 

第八条 附属機関は、その担任する事務を遂行するため必要があると認めるときは、関係行

政機関の長に対して、資料の提出、意見の開陳、説明その他の必要な協力を求めることが

できる。 

 

(意見の陳述) 

第九条 関係行政機関の職員は、会長の許可を得て、附属機関の会議に出席し、審議事項に
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関して意見を述べることができる。 

 

(庶務) 

第十二条 附属機関の庶務は、別に定めるところにより、処理する。 

 

(委任) 

第十三条 この規則に定めるもののほか、附属機関の組織及び運営に関し必要な事項は、会

長が当該附属機関に諮つて定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○博物館法（抜粋） 

 

（博物館協議会） 

第２３条 公立博物館に、博物館協議会を置くことができる。 

２ 博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長

に対して意見を述べる機関とする。 

 

第２４条 博物館協議会の委員は、地方公共団体の設置する博物館にあって

は当該博物館を設置する地方公共団体の教育委員会（地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第二十三条第一項

の条例の定めるところにより地方公共団体の長が当該博物館の設置、管理及

び廃止に関する事務を管理し、及び執行することとされている場合にあっては、

当該地方公共団体の長）が、地方独立行政法人の設置する博物館にあっては

当該地方独立行政法人の理事長がそれぞれ任命する。 

 

第２５条 博物館協議会の設置、その委員の任命の基準、定数及び任期その

他博物館協議会に関し必要な事項は、地方公共団体の設置する博物館にあっ

ては当該博物館を設置する地方公共団体の条例で、地方独立行政法人の設

置する博物館にあっては当該地方独立行政法人の規程でそれぞれ定めなけ

ればならない。この場合において、委員の任命の基準については、文部科学省

令で定める基準を参酌するものとする。 
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R８年度 指定管理組織体制 R８.８.1現在

経理・総務

塩澤知見

スタッフ管理
小松由美

※略して「MA」

貸館運営

須藤美奈

貸館/営業責任者 佐竹和宏
五味勇二

※事業運営責任者兼務 事業

依田智徳

支配人 神原文江
山口　博

広報責任者 広報事業

輿石梨絵 河野泰乃

設備
中澤貴明

※施設管理責任者が兼務

施設管理責任者 警備
中澤貴明 佐藤俊明

清掃
中島一雄

植栽
㈱津々美造園 ※外部委託

ミュージアム
アテンダント

設備スタッフ

警備スタッフ

清掃スタッフ
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文学館の観覧者数の推移

常設展及び企画展の観覧者の状況は、次のとおりである。

年度 開館日数 常設展 企画展 合計 特設展 新収蔵品展

  H1 34 10,008 42,544 52,552 － －

2 298 79,124 20,233 99,357 8,785 －

3 296 59,616 22,059 81,675 31,515 －

4 292 46,945 21,047 67,992 18,802 2,831

5 291 41,812 8,271 50,083 30,016 －

6 290 44,279 29,874 74,153 4,220 6,954

7 294 35,409 14,885 50,294 7,080 1,059

8 294 31,536 16,804 48,340 5,490 2,865

9 291 29,730 8,205 37,935 7,206 12,432

10 293 32,209 15,433 47,642 4,535 870

11 296 20,652 9,832 30,484 4,202 1,093

12 299 19,258 7,786 27,044 3,087 1,044

13 225 17,901 10,259 28,160 3,207 859

14 301 19,487 8,805 28,292 4,013 2,879

15 302 18,641 8,535 27,176 1,947 10,980

16 302 18,117 12,790 30,907 2,862 2,369

17 303 15,008 7,232 22,240 1,393 2,273

18 311 16,084 7,116 23,200 4,138 1,834

19 311 19,676 9,795 29,471 4,100 2,667

20 307 14,908 9,416 24,324 2,909 2,313

21 295 19,374 13,993 33,367 6,034 －

22 307 21,085 17,983 39,068 － 2,958

23 311 17,280 8,371 25,651 4,813 2,403

24 311 24,660 4,641 29,301 15,077 －

25 306 23,749 5,620 29,369 13,170 1,880

26 308 41,209 39,356 80,565 10,309 2,504

27 310 18,763 4,758 23,521 8,356 2,943

28 306 18,358 6,315 24,673 7,881 2,691

29 304 22,121 4,121 26,242 12,242 2,113

30 303 19,736 4,698 24,434 9,158 3,186

R1 274 22,538 11,466 34,004 10,488 1,163

R2 258 15,591 13,628 29,219 2,760 －

R3 273 13,548 5,599 19,147 3,714 1,979

R4 212 16,336 4,734 21,070 9,485 －
R4年12月1日～R5年4月30日
空調工事の為臨時休館

R5 279 21,300 20,704 42,004 7,569 2,950 4月1日～4月30日臨時休館

R6 303 16,662 3,810 20,472 6,623 2,312

R7 303 18,784 7,207 25,991 6,145 2,120 　

R8 106 8,533 8,966 17,499 3,123 － 7月末までの実績

計 10,699 950,027 476,891 1,426,918 286,454 86,524
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令和８年度常設展観覧者数 令和７年度常設展観覧者数

月 開館日数 観覧者数 1日平均 月 開館日数 観覧者数 1日平均

4 27 1,358 50 4 27 1,227 45

5 27 2,019 75 5 27 1,774 66

6 25 1,372 55 6 25 1,725 69

7 27 3,784 140 7 27 1,343 50

8 8 28 2,018 72

9 9 25 1,629 65

10 10 27 2,180 81

11 11 26 3,318 128

12 12 22 476 22

1 1 20 462 23

2 2 23 949 41

3 3 26 1,683 65

計 106 8,533 81 計 303 18,784 62

7月
まで 106 6,069 57

前年同期比 140.6%



10 

 

 

観覧者数の目標と実績

年度 目標 実績 達成率 %

常設展 19,000 8,533 44.9

企画展 かがくいひろしの世界展 20,000 8,966 44.8 （開催中）

昭和文学をふり返る 3,500 3,123 89.2

一葉さん、おじゃまします 5,000 － -

新収蔵品展（LED化工事のため、開催なし） － － - 　

47,500 20,622 43.4

常設展 18,900 18,784 99.4

企画展 ベストセラー誕生！「南総里見八犬伝」の世界 6,500 7,207 110.9 　

時空を旅する作家　辻邦生展　生誕１００年 3,700 3,449 93.2

作家の絵ごころ 3,800 2,696 70.9

新収蔵品展 2,400 2,120 88.3 　

35,300 34,256 97.0

常設展 18,000 16,662 92.6

企画展
金子兜太展　しかし日暮れをいそがない
　（開館35周年記念）

6,400 3,810 59.5

中村星湖展　生誕140年　歿後50年 3,500 2,758 78.8

文学はおいしい 4,200 3,865 92.0

新収蔵品展 1,800 2,312 128.4

33,900 29,407 86.7

常設展 17,500 21,300 121.7

企画展 ふしぎ駄菓子屋　銭天堂へようこそ 13,541 20,704 152.9

文豪の筆跡　館蔵の名品から 2,000 3,039 152.0

それぞれの源氏物語 5,000 4,530 90.6

新収蔵品展 1,959 2,950 150.6

40,000 52,523 131.3

常設展 14,500 16,336 112.7

企画展 樋口一葉展　生誕150年 6,900 4,737 68.7

芥川龍之介　生誕130年 旅の記憶展 4,000 5,287 132.2

文学雑誌からZINE（ジン）へ 3,700 4,198 113.5

新収蔵品展 - - - （開催なし）

29,100 30,558 105.0

●目標人数は、指定管理者の掲げる業務計画目標人数

R４年度 特設展

R７年度

合　　　計

展示種別・名称

特設展

特設展

R６年度

R５年度 特設展

合　　　計

合　　　計

合　　　計

R８年度
特設展

合　　　計
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文学館における「利用者」の状況

令和７年度実績   　(  )内は令和７年７月末時点

館内利用者 展示観覧者 常設展示観覧者 18,784名

105,097名 34,256名 (6,069名)

(29,864名) (10,518名) 企画展示観覧者 7,207名
（0名）

新収蔵品展、特設展示観覧者 8,265名
(4,449名)

うち教育課程 1,418名
(855名)

施設利用者 閲覧室 4,270名

70,841名 (1,449名)

(19,346名) 講堂 26,758名
(7,142名)

研修室 9,575名
(3,182名)

研究室 422名
(124名)

茶室 1,792名
(230名)

屋外利用 9,878名
(1,821名)

その他 18,146名

※指定管理者事業での館内利用 (5,398名)

うち教育普及事業利用者 各種講演・講座等 2,297名

6,835名 (1,078名)

(3,287名) 名作映画鑑賞会 837名
(179名)

イベント等 3,701名
(2,030名)

館外事業利用者 文学解説講座（講師派遣） 244名

9,628名 (34名)

(3,201名) 小中高 文学教室（講師派遣） 486名
(247名)

移動文学館パネル展示等 8,109名
(2,330名)

普及広報活動 789名
(590名)

○文学館の利用者とは、文学館の施設、提供するサービスを利用した者および文学館の事業・活動に参加したすべての対象者をいいます。
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文学館における「利用者」の状況

令和８年７月末現在

館内利用者 展示観覧者 常設展示観覧者 8,533名

44,278名 20,622名

企画展示観覧者 8,966名

新収蔵品展、特設展示観覧者 3,123名

うち教育課程 656名

施設利用者 閲覧室 6,545名

23,656名

講堂 6,862名

研修室 3,789名

研究室 164名

茶室 242名

屋外利用 1,412名

その他 4,642名

※指定管理者事業での館内利用

うち教育普及事業利用者 各種講演・講座等 933名

7,412名

名作映画鑑賞会 197名

イベント等 6,282名

館外事業利用者 文学解説講座（講師派遣） 0名

4,745名

小中高 文学教室（講師派遣） 509名

移動文学館パネル展示等 3,927名

普及広報活動 309名

○文学館の利用者とは、文学館の施設、提供するサービスを利用した者および文学館の事業・活動に参加したすべての対象者をいいます。
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分類 事業名 内容　 開催日等 会場 参加人数 合計

①教育、結婚と後見 5月9日(土) 63人

②密通への怒り 6月13日(土) 66人

③死後への不安 7月4日(土) 67人

④父親死後の不幸 8月22日(土)

⑤父の死後、面目を施した娘たち 9月19日(土)

⑥藤原道長の栄華と娘たち 10月10日(土)

⑦藤原道長と娘たちの死 11月14日(土)

⑧藤原公任・藤原行成・藤原斉信と娘 12月5日(土)

①明治期の文芸誌と口絵・挿絵 6月26日(金) 30人

②山田美妙・尾崎紅葉・幸田露伴と
　裸体画論争

7月24日(金) 29人

③森鷗外と西洋芸術 8月7日(金)

④正岡子規と写生絵画 9月11日(金)

⑤夏目漱石と西洋絵画 10月23日(金)

⑥浪漫主義文学と世紀末芸術 11月6日(金)

⑦白樺派と美術・工芸 12月11日(金)

⑧挿絵と版画　―恩地孝四郎・
　　田中恭吉・木村荘八・棟方志功

1月22日(金)

①特設展「昭和文学をふり返る」
  　　　　　　　　　　の見どころ
 　　    　    　　講師：高室有子

5月17日(日) 44人

②津島佑子の作品世界
 
　　　　　　　     講師：中野和子

6月21日(日) 31人

③企画展「かがくいひろし
　　　　　　の世界展」の見どころ
                   講師：伊藤夏穂

8月9日(日)

④樋口一葉の住んだ家と物語の家
　
　　　　　　　　　 講師：保坂雅子

11月1日(日)

⑤『源氏物語』より
　　　―花散里の人物像を読み解く
　　　　　　　　　 講師：進 実来

1月24日(日)

令和8年度　教育普及事業の実施状況と今後の予定(7月末現在)

年
間
文
学
講
座

講座１
平安朝の娘と父親
―『源氏物語』と『栄花物
語』を中心に―

　講師：池田　尚隆
　(山梨大学名誉教授)

講堂 196人

講座２
日本近代文学と美術

　講師：野口　哲也
　(都留文科大学教授)

研修室 59人

講座３

　講師：当館学芸員
研修室 75人
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分類 事業名 内容　 開催日等 会場 参加人数 合計

教師のための学習会 5月19日(火) 特設展 7人

講演会
「暗い昭和」と「陽だまりの昭和」のあい
だ
　　　　　　　　 講師：川本三郎

5月30日(土) 講堂 117人

公演会
　文学座「ひかりごけ」

6月7日(日) 講堂 265人

ワークショップ①
　　　　「保坂敏子俳句教室」
   　　　　　　　講師：保坂敏子

6月14日(日) 研修室 17人

ワークショップ②
　　　　「保坂敏子俳句教室」
   　　　　　　　講師：保坂敏子

7月5日(日) 研修室 16人

講演会　「加岳井広を語る」
　　　―言葉を越えた世界で―
　　　　　　　　 講師：水島尚喜

7月25日(土) 講堂 130人

ワークショップ「消しゴムはんこ」
　 　　　　　　講師：アオヤギルミ

7月26日(日) 研修室 28人

講演会　「針穴写真
　　　　　－先祖返りの写真術－」
　　　　　　　　講師：田所美惠子

10月17日（土） 研修室

三浦佳子ギャラリートーク
11月8日（日）

①AM　②PM
特設展

教師のための学習会 10月15日(水) 特設展

ワークショップ
「かな文字で書く　樋口一葉」
　　　　　　　　　講師：天野白汀

10月18日（日）

①AM  ②PM
茶室

ワークショップ
「つまみ細工で桜
　　　　　アクセサリーを作ろう」
　　　　　　　　　講師：飯島　薫

10月25日（日） 研修室

テーマ展示
「宮沢賢治と保阪嘉内

生誕130年」

宮沢賢治作品、保阪嘉内宛書簡の朗読

　 　　　　　　　 講師：原きよ
2月中旬予定 講堂

一般向け 「山と谷と雲」 5月23日(土) 197人

子ども向け 「かがみの孤城」 8月2日(日)

一般向け 「マチネの終わりに」 10月11日(日)

一般向け 「銀河鉄道の父」 2月6日(土)

小さな本(ZINE)作り教室  講師：吉田朝麻 7月18日(土) 43人

5月16日(土) 21人

6月27日(土) 20人

①講師：川上健一 8月8日(土)

②講師：川上健一 10月24日(土)

短歌教室  講師：三枝昂之 9月5日（土）

短歌教室  講師：三枝浩樹 11月21日(土)

出

前

講

座

小中高文学教室 県内小中高等学校 9回 各校 509人

名
作
映
画

 
 
鑑
賞
会

講堂 197人

特設展
昭和文学をふり返る

―収蔵資料より

企画展
日本中の子どもたちを笑顔

にした絵本作家
かがくいひろしの

世界展

初心者短歌教室  講師：三枝浩樹

小説創作教室
未来の小説家たちへ

特設展
一葉さん、おじゃまします～模
型と写真で再現する樋口一葉

の世界～

0人

特
設
展
・
企
画
展
関
連
事
業

422人

158人

文
学
創
作
教
室

研修室

593人
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分類 事業名 内容　 開催日等 会場 参加人数 合計

展示解説
(一般向け)

0回

展示解説
(小中高大学生向け)

学生への展示解説 17回 562人

「昭和文学をふり返る」
4月25日-
6月14日

特設展 515人

「一葉さん、おじゃまします」
10月10日-
12月13日

特設展

企画展 「かがくいひろしの世界展」
7月4日-
9月23日

企画展 4,450人

チャレンジ文学館
(わたしはだあれ？)

小中高一般 通年 常設展 546人

文学の柱クイズ 小中高一般 通年
芸術の
森公園

186人

ジュニアインターンシップ 中学生5人　　高校生3人
7月29，30，31

日
20人

博物館実習
学芸員資格取得単位の実習
　　　　　　(3人×6日)

7月17日-
23日

18人

アウトリーチ
　　　(移動文学館)

小中高　9校 通年 3,927人

ZINEフェスティバル 各種ZINEの展示、交流会 7月19日(日) 研修室 510人

やまなし文学賞関係 運営委員会 5月8日(金) 研修室 14人

教育センター共催研修 閲覧室・展示室見学 7月22日(水) 研修室 11人

12,757人

実
習
受
入

38人

そ
の
他

4,760人

文
学
解
説

常設展
特設展
企画展

562人

チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

特設展

5,697人
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タ   イ   ト   ル 展 示 期 間 備 考

1 昭和文学再発見 令和8年4月24日(金)～6月14日(日)
特設展「昭和文学をふり返る－収

蔵資料より」」関連

2 こどもの本の世界 令和8年7月3日(金)～9月23日(水・祝)

企画展「かがくいひろしの世界

展」関連

※夏のデコしおりをつくろう

3 樋口一葉の時代を楽しむ 令和7年9月12日(金)～11月24日(月・振休)
特設展「一葉さん、おじゃましま

す」関連

4 没後60年 山本周五郎 令和9年1月21日(木)～3月22日(月・振休)

展   示   名 展 示 期 間 備 考

1 桜花爛漫 宇野千代の人と作品
令和8年9月26日(土)

～令和9年2月25日(木)

没後30年

朝ドラ「ブラッサム」モデル

2 戦後俳壇の雄 飯田龍太 令和9年3月25日(木)～4月22日(木) 没後20年

タ   イ   ト   ル 展 示 期 間 備 考

1 雨を楽しむ文学 令和8年6月17日(水)～7月1日(水)

2 津島佑子 歿後10年 令和8年6月17日(水)～8月30日(日)
ミニ資料紹介

夏の常設展テーマ展示関連

3 文学deお正月 令和8年12月25日(金)～1月11日(月)

4 県人著作コーナー 通年(4期に分けて入替え)

閲覧室の利用方法やサービス、特色ある所蔵資料などを30分程度で紹介。

令和8年度は、5月3日(日・祝)、7月12日(日)、11月20日(金・県民の日)に実施。

令和８年度 閲覧室事業実施状況

◆ 閲覧室トーク

◆ 閲覧室資料紹介

◆ 山梨ゆかりの文学者資料紹介

◆ その他の資料紹介
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開館
日数

入室
者数

閲覧カー
ド

発行数

閲覧
者数

閲覧
冊数

調査
相談
件数

電子式
複写
枚数

マイクロ
複写
枚数

画像
検索
回数

資料
紹介
冊数

令和6年度 303 5,350 56 264 781 518 1,884 20 782 560

令和7年度 303 4,692 54 277 1,634 379 2,024 371 740 587

令和8年度 106 6,709 28 96 326 126 375 0 239 282

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1日平均
入室者数

令和6年度 253 295 319 784 1,316 320 302 492 266 278 378 347 5,350 18

令和7年度 299 468 368 438 512 435 436 599 222 229 294 392 4,692 15

令和8年度 384 494 320 5,511 0 0 0 0 0 0 0 0 6,709 63

単位：人　(R8.7.31現在）

【閲覧室利用統計】

閲覧室利用状況（内訳）

閲覧室入室者（月別）

(R8.7.31現在）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

閲覧室入室者数月別集計グラフ

令和6年度 令和7年度 令和8年度
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1日平均
件数

令和6年度 38 54 45 46 52 39 37 37 44 30 57 39 518 1.7

令和7年度 39 35 36 24 44 14 36 41 21 32 35 22 379 2.8

令和8年度 26 31 26 43 0 0 0 0 0 0 0 0 126 1.2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1日平均
枚数

令和6年度 13 357 162 81 160 263 124 11 161 176 277 119 1,904 6.3

令和7年度 16 53 142 226 381 214 163 42 137 123 183 371 2,051 6.8

令和8年度 79 169 65 62 0 0 0 0 0 0 0 0 375 3.5

単位：件　(R8.0.0現在）

単位：枚　(R8.0.0現在）

調査相談（口頭・電話・手紙・FAX・メール）（月別）

複写枚数（電子式・マイクロ）（月別）
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